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幼児期から学童期までの夜尿の推移に関する鱗断的研究

o前閏和子’上圏礼≠
《l･筑波大学医痩技術短期大学部》〈2.都立医療技術短期大学）

【研究の目的】

夜尿はごくありふれた子どもの問題であ尋が､その定

曇や痛圏そして対処の方法についての精報歓凄鍾十分

に得られてい趣い°特に我が国においては横断的資料

や正鯖から逸脱した臨康的経験から得られた知見に偏

って潜り、親に対する排尿鋼線や夜犀についての指導

も個人の経験から導かれた画一的な方綾がとられるこ

とが多いようである。しかし、脳髄詞節機能発達と密

接に関連した夜尿⑳問題は、その性差や侭人蕊にも注

意が払われなければならない。さらに夜爆餓正篭な発

建過程上の問題であること拶多いので、それを解決あ

るいは予勝す遥為には一鯉八画鏑園奄対象とし撤縦断

的研究から客観的で有用趣繍報患得ることが重要であ

る・我々はこれまで東恵都⑳一地区極僅む子篭もとそ

の母親毒対象に子どもの健康、発達、習癖や行動上0

問題などに関して、溺1議時より獅鰻までの追跡鯛査

寵実総してまた・本研究はこれら②データ濯再分折す

ることにより、夜顔についてその僅差や個人差の観点

から⑳幼麗期から学童期挺わ凝る夜尿の織移パターン

②各年齢僅識ける夜尿の種類慧検詩し、夜羅腫関する

侭健繕導や育児相麟挺畿立で愚こと鐙目的としている。

【隅査鋪象と方法】

対象は昭和46年に都肉疎保健相蔽所管内に甑生し、

満1歳より追跡圏査して吉稔子どもとその母親である

闘査方法は主として質問紙法であるが、必要に応じて

発達テストや知能テストを実施し鬼。分梼はその目的

から満3嵐5歳、8歳、11歳⑳4時点の資料が全部

ある者137名（男児75名、女児62名）遊対急とした。

【錯果】

1．各年齢における夜尿の有症率

3歳時の夜尿の有症率は男児45％、女児21％であり

男児は女児の2倍の数値であった｡､男女共にその後は

減少い層蝋時には各々27％と鋤％であった。しかし

6歳から圃趨の間では、男児は順瞬に滅少し896と識

ったが、女児では逆にわずかに増細の傾向麹示し、5

趣よりも高い1896の有症率であった。8歳以後は再び

減少に転じ､11歳時の有症率は5％であり、男児とほ

ぼ同率となった（表1参照》。

2．夜尿の推移パターンと頻度

上述し鞄鍵時点での夜願の有無（夜尿あり謹十、な

しを－で漢す）の組合せから期詩される夜尿の維移パ

ターンは臆通りである《表2参照）。このうち実際に

子どもが示し露パターンはI3とうりであり、男女共に

共通してみられたパターンは毎とうり(p､1,2,3,4,7)

であり、掲蝿礎鐙徴みられたのは4とうり《P.5.6,8,

13)、女児のみにみられたのはP,10,15,脇のaとうり

であつ数。乙軸ら鋤推移パターンのうち、最も多くの

者が議し盆のは4時点鯉おいていずれも夜尿のなかつ

塗P･1（…｡)であっ鐙《78名5ｱ％）。第2位は諺歳時

睦夜尿あつ鐙がそれ撰降は消失むたP､2(*---》の躍名

脇％、戦いで圃鍾まで夜羅あっ鐙がその後は繍失した

P､3《掛・さ》蝿謡蝿％であった。これらの上位詮パター

ンで全体⑳闘髭懸鎧めていた．また、この3パターン

のうちP､1とP､3の頻度には統計的に有為趣健差がみ

られ鞄。即ち、P、1域馬児よ，女児に多くみられ《馬

児48％対女児鶴蕗、芝値5.鯛、IX､05)、P.3は女蝿

に雄ぺ男児に多くみら秘施〈異蝿20％対女児2％、x謬

値9.伽、〆･剛〉。

3．夜尿の種類

②鱗断的推移パターンがらみ施夜尿の種類：満3患

から11歳までの全期j間中に経験した夜尿の現れ方から

夜尿遊一次性夜尿、一度夜尿のない期間があった後に

再び生じた二旗僅夜尿及び壱⑳両方を経験した混合型

の3種類に分類し、その頻度垂みてみると、皿鍾まで．

に夜騒避経験し蓮者は捌暑車翻名（男児認名、女児

20名〉であったが、男児は女児に錐して一吹性夜尿の

多いことがわかつたく男児閲％対女児55％、潜値6．12

p<.05》。

②横断的にみた各年齢艇おける夜尿の種類：8錘時

の夜厩窪一次性⑳ものととらえると、表aに示したよ

うに圃歳時の夜尿あり者27名中23名85％が一次性であ

り、残り15％が二次性であっ盆。それに比むて8歳時

の夜尿の者17名中測名65％が二次性夜尿であり、5歳

と8鰻間には有意差がみられたくイエーツ補蓬による

薄値9.44,pく.01）。即ち、8鰻時点で女児の有症率

が増加した理由は宮然治鍾率の減少というより二次性
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夜尿の増加によるものであっ趣．なお､It観時に夜尿

のある男児3名のうち2名がa戯時よりずっと持鏡し

ている一吹性夜尿であった。
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【考察】

夜尿（おねしょbedwetting)と夜尿症noc伽『ml

enuresisとは明白に区別きれねばならない．夜尿礎の

定鶴には①泌尿器系及び神経学的に異濡がないこと、

②子どもの年齢③布団鞍濡らす回数や程度④夜尿に

よって親や子どもが不利益謹こうむっていると親が知

覚することの4条件が含まれる。このうち子どもの年

齢、即ち何歳から夜尿礎は幽現しうるかという疑閏に

ついてはさまざまな見解があり、統一されていない。

これまでの研究の大多数は平均的挺は2歳から3歳の

間に夜間の排尿コントロール･ができるようになるとの

理由で3趨鋭をとるも⑳湖優勢であっ蕊。Pierced98

0)は3竃以後の夜尿は異濡であると趣べている。一方、

Kaadaら《1981)は4霞以後、そしてMackendryらく鯛7

4>は5鍾渥主張している。しかし、我々の調査鎗果で

は8歳時の男児夜尿者は45％と高率であり、しかも女

児の2倍の敵値老示し砲．ま抱思趣時点でも有虚率は

滅少したが、なお性差織持締していた。このことは、

Cohen(1975)が夜尿症の診断は性蓋令考慮にいれて、

男児は6鼠以降に、女児は騒歳戯降腫すべきであると

の見解を支持するものであっ鞄．また、女児につき5

霞から8蟻の関に夜尿有症率都壌釦する現急がみられ

たが、Rutterらの鯛査艇よって合同綴の傾向がみられ

ている。しかし、彼らの場合は男児にも8％の増麺が

みられ、順溺な減少傾向をたどった本鯛査結果とは著

しい異なり蓮見せてい癒・この差異が社会文化的理歯

によるものか、本対戴集団の特殊盤によるものか侭つ

いては今後⑳検討に待たなければならない。さらに結

果が示すように、子どもの夜間排尿嗣節の発達の様相

は実に様々 である。3鼠時点で闇題がなくとも5歳あ

るいは8歳に、子どもによっては小学校高学年になっ

て夜尿を生じる子どももいる．排尿翻節発達が単にゆ

っくりなだけの一次性夜尿か、二次性夜尿か、治療を

要する溌刻な夜尿かの見極めが屋要となり、その盆め

には継続的な観察が必要である．同じ夜尿という現象

でもその意味するところは子どもによって異なり、そ

の対応も自ずと違わな儲ればならない。以上の結果か

ら夜尿には性差や個人蕊堪考慮した対応の必要性が添

唆された。今後更に夜尿に関する要因も含めて検詩を

続けていきたい。
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夜廉推移パターンと頻度表2．
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表3．各年齢に認ける夜尿の穏類

全体年齢種類 女児男児
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